
地域包括ケアシステムの推進に向けた取組の進捗状況
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・６３の大小さまざまな町会やマンション管理組
合があり、団体の構成や活動の濃淡も様々
・居住環境も様々
・民協３つ
・町連や活動の活発な町会を通じ、情報の共有や
活動の連携を広げられる土壌あり
・非常に活発な町会は３割くらい
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方向性これまでの取組

・町会ヒアリング調査（１町会）
菅町会は１０の小地区で構成。地域行事などを行う単位となっている。規模
を活かし全体に対する事業実施が町会の基本方針。近隣での仲間意識を持っ
てもらうことを重視し活動を展開。防災にも力を入れている。（→結果を町
会と共有）
・包括支援センター・菅の里を中心とした高齢者施設・事業所との情報交換
会
・包括支援センターの地域づくりの支援（介護事業者の地域貢献やカフェの
立上げ）

・「中野島多世代つながり愛プロジェクト」の推進
多世代で支え合うまちづくりを目指し協議会運営、あいさつ運動、まちプ
ロ、ノルディックウォーク講座、よりあいシステムなど複合的な働きかけを
実施。
 ◆中野島プロジェクト協議会
 ◆あいさつ運動
 ◆まちプロ養成講座
 ◆上布田カフェ、ほっこりカフェとの連携
 ◆ノルディックウォーク体験会とその後の継続
 ◆中野島つながり愛フォーラムの開催

・町会ヒアリング調査（１０町会）
登戸地区の町会は道路（県道３号線世田谷町田線）と鉄道（小田急線）を境
とした３つのエリアに分類できることが判明。エリア内の町会では防災訓練
やお祭りなどの連携あり。（→結果を個別に町会と共有）
・地域カフェの立上げ支援（グランドカフェ、登戸新川町会のカフェ）

・町会ヒアリング調査（８町会）
稲田地区の各町会の活動や課題、町会間の関係性などを整理。お祭や防災関
係などで町会をまたいだ連携はあるが、地域ごとに抱えている課題や住民の
意識、担い手の層など差異があり、稲田地区全体としてのまとまりは薄い。
（→結果を個別に町会と共有）
・ヒアリング調査結果の町会への返戻
・長尾町会への働きかけ（長尾６丁目を対象にモデル的に実施することを検
討）

・生田ご近所パワーアップ会議
昨年度の成果（かりがね台モデル事業、生田地区町連勉強会）をもとに、地
区全体で地域包括ケアシステムを推進することを目的に、生田ご近所パワー
アップ会議を開催。活動が活発な町会の力をより引き上げるための働きか
け。
 ◆２回のワークショップと合計４町会の事例紹介
 ◆個別相談会（２町会）
 ◆報告会、近隣町会での意見交換会
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・菅町会で全域をカバー
・小地域に区分できるが代表はなし
・まとまりはあり町会活動は活発
・町会加入率は５割未満
・民協２つ
・骨子の定まった方針が提示できれば町会として
の受け入れ可能性高まる
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・宿河原・長尾・堰の大町会と小規模町会で構成
・町会ごとの取組は類似しており、連携もあるが
考え方はバラバラ、地区全体としてのまとまりは
薄い
・地域ごとに住民のまとまりや意識に差がある
・役員や活動の担い手不足はどこも課題

単一町連で７万規模の人口を組織、活発な町会活動という土壌
を活かし、地区全体として地域づくりを進める。働きかけの方
針は「活発な活動のさらなる底上げ」と「活動が乏しく参加が
ない層の対策」という２点が働きかけの方針。それに向けて、
これまでに出てきたアイデアを具体化するための支援、地域の
活動を広く知ってもらう機会の提供、より小さい単位に絞った
実態調査などを進めることが有効。

・相談会の開催
・およそ２０町会を対象としたヒアリング調査（６３町会あ
るため３か年計画）
・相談会の開催など個別の取組のフォロー
・中地域（民協区域）ごとに、地域で活躍する活動の紹介な
どの住民向けの集会を開催（３民協があるため１年１地域の
３か年計画）
・町連と連携した報告会

・ヒアリング調査結果の返戻など町会と話す機会を持ち、実
情調査を継続
・住民主体の地域課題解決の取組のための、長尾台住宅自治
会に絞った事業展開を検討し、市民創発の活動を継続的なも
のにしていく。具体的には住民アンケート調査を実施し、特
徴や課題を分析し次の展開につなげていく。

町会ヒアリングにより、住民の意識が高い地域など各町会やさ
らに細かい地域の特徴が判明。地域を絞り長尾６丁目の展開に
寄り添い住民主体の取組を支援。そこでの成果や課題などを検
証することで、周辺にも取組の機運を広めていく。

・ヒアリング調査結果の返戻など町会との対話を継続。また
町会以外のキーパーソンに対しヒアリングを行い、実態調査
を継続する
・地域カフェなど居場所づくりに関する住民主体の活動を地
区に広げるための支援
・地域活動を住民に知ってもらうため、地区全体を対象とし
た企画を年度末を目途に実施

町会以外にも対象を広げたヒアリングなど、地域との情報交換
を通じて、ニーズや人材把握など実態調査を継続する。地区で
広まりつつある居場所づくりを通じて住民の交流を促進する。
具体的な地域カフェなどニーズの高まりに対し、先行事例のノ
ウハウなど必要な情報を提供し、住民の主体的な活動を広げる
ための支援を行う。地区全体としての機運を高めるため、地区
内の地域活動を広く住民に知ってもらうための企画を検討。ま
た、道路や鉄道など地形的な要素で、登戸地区をさらに細かい
エリア単位として括ることの可能性を探る。
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・中野島町会と市営住宅自治会で構成
・地区全体でのイベント
・南武線を境に、北側は高齢化、南側は若年者が
多い
・東京都健康長寿医療センター研究所との「中野
島多世代つながり愛プロジェクト」

東京都健康長寿医療センター研究所との「中野島多世代つなが
り愛プロジェクト」による地域づくりを継続し、子どもの健や
かな成長の喜びを全世代が共有できるまちの実現を目指す。研
究事業が終了後も協議会及び各活動は継続していくため、事業
の推進体制や活動の自主化に向けた支援のあり方を検討する。
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・１０町会により構成され、小田急線、世田谷町
田線を境とする集団をゆるやかに見いだせる
・町会ごとの取組は類似、一部で連携や登戸連合
町会での取組あり
・役員や活動の担い手不足はどこも課題
・登戸区画整理事業の対象地域は活動難しい
・町会によっては居場所づくりなど地域ニーズを
具体化する力あり
・登戸駅があり、利便性が良く、転出入者や若い
人が多い

・地域のキーパーソン（町会役員、民生委員、子ども関係な
ど）に話を聞き、菅地区の実情について情報を収集
・ヒアリング調査結果の返戻など町会と話す機会を持ち、実
情把握や課題共有を継続
・菅中学校で開催する多摩区総合防災訓練を利用した簡易ア
ンケート調査の実施
・包括支援センターが進める地区内の介護事業者の地域貢献
を利用した居場所づくり

町会ヒアリングのフォローや町会活動への参加など、地域の実
態調査を継続していく。菅町会への直接的な働きかけは慎重に
検討し、加入率の低さなど町会が抱える課題に対し、地域包括
ケアシステムが有用であることを知ってもらい、町会との連携
の道を開いていく。また、地区内の居場所づくりなど地域包括
支援センターと連携して地域活動を推進。

・協議会の事務局や事業の推進体制について調整
・協議会及び各活動の自主化に向けた支援のあり方の検討
・地域支え合い推進事業の活用
・多世代が安心して暮せる地域づくりに向けた調査の実施
（研究開始時と介入後の効果測定のためアンケート調査）

３０年度の取組


